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(55歳またはそれ以上の高齢で診断された無症候性原発性

論 文 審 査 委 員 教授 土居 弘幸 教授 荻野 景規 教授 八木 孝仁

haai, h

胆汁性肝硬変患者の死亡率は健常人の死亡率と同等である)

i ion
ltopua


学 位 論 文 内 容 の 要 旨

-a【諸言】非症候性原発性胆汁性肝硬変( )CBP の生命予後 (非症候性原発性胆汁性肝硬変の

診断を受けた年齢で､一般の死亡率と比べて違いはあるか)

80iIP･4

の患者さんにつき､手紙 ･電話なども用い詳細を検討した｡生存の統計を標準化死亡比と

腐らし合わせJ年齢 ･性別を合致させ比較した｡年齢層については診断時の年齢中央値が 

年から200年の間に岡山大学とその関連病院で a Cと診断された 3 人【方法】91 08

6歳であり､55歳未満と 55歳以上の 2群に分類した｡

【結果】若年者群での死亡は肝不全によるものが多いが､高齢者群においては肝不全を起

こす前に他の原因で死亡することが多い｡

【考察】種々の疾患で､診断年齢の違いで生命予後が異なってくることが言われている｡ 

5

Cの場合､高齢者であれば診断されても生命予後が一般の方とほぼ変わらない｡a Bp-

BP-【まとめ】高齢者における早 Cの生命予後は一般と比較しても変わりがない｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

一一一∴ ∴ ∴ ∴ -∴ -∴ ~ 二

果の括用を考えると間題があることは否めない｡
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